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『
伊
勢
物
語
』
第
六
十
三
段
、
い
わ
ゆ
る
「
つ
く
も
髪
」
の
章
段
は
、

昔
男
と
年
老
い
た
女
と
の
恋
を
描
い
た
話
と
し
て
著
名
で
、
『
伊
勢
物
語
』

の
中
で
も
特
異
な
一
段
で
あ
る
。

老
い
て
な
お
色
好
み
の
女
が
、
何
と
か
し
て
思
い
や
り
の
あ
る
男
に
愛

さ
れ
た
い
と
思
い
、
三
人
の
息
子
た
ち
に
作
り
話
の
夢
語
り
を
す
る
。
上

の
二
人
は
全
く
相
手
に
し
な
い
が
、
親
孝
行
の
末
息
子
だ
け
は
、
何
と
か

し
て
在
五
中
将
に
逢
わ
せ
て
や
り
た
い
と
思
い
、
業
平
に
直
訴
す
る
。
業

平
は
心
を
動
か
さ
れ
、
や
っ
て
来
て
一
夜
を
過
ご
す
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
在
原
業
平
と
お
ぼ
し
い
主
人
公
の
一
代
記
の
形
を
と
る
『
伊

勢
物
語
』
に
お
い
て
、
「
在
五
中
将
」
と
い
う
業
平
そ
の
人
の
名
が
本
文

中
に
登
場
す
る
唯
一
の
部
分
で
も
あ
る
。

本
稿
で
は
、
『
伊
勢
物
語
』
の
冷
泉
家
流
古
注
が
こ
の
第
六
十
三
段
の

歌
に
引
用
す
る
本
説
に
つ
い
て
、
同
じ
も
の
を
載
せ
る
同
時
代
の
『
古
今

集
』
注
釈
書
や
謡
曲
、
物
語
類
と
絡
め
て
論
じ
て
み
た
い
。

は
じ
め
に

|
+
＂
在
に
登
場
す
る
壷
牛
驀
廿
＾
閾
謡
~
ー

『
伊
勢
物
語
』

第
六
十
三
段

「
牽
牛
織
女
」
と

『
伊
勢
物
語
』
第
六
十
三
段
で
、
女
は
一
度
き
り
で
訪
れ
の
途
絶
え
て

し
ま
っ
た
男
恋
し
さ
に
自
分
か
ら
出
掛
け
て
い
っ
て
、
垣
間
見
を
す
る
。

の
ぞ
か
れ
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
男
は
、
「
百
年
に
一
年
た
ら
ぬ
つ
く
も

髪
わ
れ
を
恋
ふ
ら
し
お
も
か
げ
に
見
ゆ
」
（
注

1
)
と
い
う
歌
を
詠
む
。

こ
の
歌
に
対
し
、
神
宮
文
庫
蔵
『
伊
勢
物
語
注
本
』
（
注

2
)

（
以
下
、

『
注
本
』
と
略
称
す
る
）
は
、

此
寄
は
．
績
万
葉
集
七
巻
二
．
恋
の
部
也
・
作
者
山
上
憶
丸
か
冴
也

・
此
好
の
心
ー
ー
ニ
義
あ
り
・
一
＿
ー
は
．
牽
牛
織
女
の
義
・
ニ
＿
ー
は

・

百

鬼

夜

行

神

の

義

也

・

伯

撰

＿

＿

あ

り

（

中

巻

）

と
注
記
す
る
。
ま
た
、
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
『
伊
勢
物
語
註
」
（
注

3
)

（
以
下
、
『
慶
応
本
註
』
と
略
称
）
は
、

モ
、
ト
セ
ニ
ノ
冴
ハ
山
上
良
丸
斑
也
問
云
モ
、
ト
セ
ト
云
事
心
工

ス
后
ハ
四
十
業
平
ハ
廿
五
卜
見
ク
IJ

如
何

と
記
し
、
そ
れ
に
対
し
て
「
答
二
義
ア
リ
」
と
し
て
、

木
戸
久
二
子
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「
百
鬼
夜
行
」
の
二
つ
の
本
説
を
あ
げ
て
い
る
。

一
方
、
『
伊
勢
物
語
』
の
冷
泉
家
流
古
注
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
伊
勢
物
語
抄
』
（
注
4
)
は、

つ
く
も
が
み
と
は
、
百
鬼
夜
行
の
事
也
。
陰
陽
記
云
、
狸
狽
狐
狼
之

ッ
ク
モ
カ
ミ

類
満
百
年
致
人
椛
喪
、
故
名
属
喪
神
と
い
へ
り
。
是
は
り
と
う
こ
ろ

う
と
う
（
狸
短
狐
狼
等
）
の
け
だ
物
、
百
年
い
き
ぬ
れ
ば
色
々
の
ヘ

ん
げ
（
変
化
）
と
成
て
人
に
わ
づ
ら
ひ
を
あ
た
ふ
。
是
は
必
夜
あ
り

き
て
へ
ん
げ
を
な
す
ゆ
へ
に
、
夜
行
神
と
も
い
ふ
な
り
。
九
十
九
と

い
ふ
年
よ
り
へ
ん
げ
そ
む
る
也
。
俯
百
年
に
一
と
せ
た
ら
ぬ
つ
く
も

が
み
と
い
ふ
。
女
九
十
九
に
は
あ
ら
ね
ど
も
夜
あ
り
き
て
業
平
を
の

ワ

ザ

、

ィ

ッ

ク

モ

ガ

｀

‘

‘

ぞ
き
て
わ
び
し
く
心
く
る
し
き
喪
を
つ
く
る
故
に
付
喪
神
と
い
ふ
な

り
。
又
、
海
に
つ
く
も
と
い
ふ
も
の
有
。
人
の
か
み
の
ち
ゞ
み
た
る

に
似
た
り
。
年
の
よ
り
た
る
ひ
と
の
か
み
は
つ
く
も
の
や
う
に
成
と

い
ふ
心
も
有
た
れ
ど
も
、
夜
行
神
事
、
実
義
也
。

と
す
る
。
百
鬼
夜
行
説
と
海
草
説
の
二
つ
を
載
せ
、
最
後
に
は
「
夜
行
神

事
、
実
義
也
」
と
百
鬼
夜
行
説
を
強
調
し
て
締
め
く
く
っ
て
い
る
の
だ
が
、

『
注
本
』
．
『
慶
応
本
註
』
が
最
初
に
記
す
「
牽
牛
織
女
」
説
に
は
全
く

触
れ
て
い
な
い
。

「
百
鬼
夜
行
」
を
持
ち
出
す
の
は
、
何
よ
り
も
「
百
」
と
い
う
数
字
の

連
想
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
。
本
来
は
、
「
多
く
の
」
と
い
う
意
の
「
百
」

を
年
月
と
し
、
獣
は
百
年
生
き
る
と
変
化
の
も
の
に
な
っ
て
人
を
煩
わ
す

よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
「
属
喪
神
」
・
「
付
喪
神
」
と
い
う
の
だ
と
説
明

を
加
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
女
が
夜
中
に
出
歩
い
て
業
平
を
の
ぞ
い
て
は

煩
わ
す
、
と
い
う
こ
と
を
「
付
喪
神
」
、
つ
ま
り
百
鬼
夜
行
の
よ
う
だ
と

記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
百
鬼
夜
行
」
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
妖
怪
が
列
を
な
し
て
夜
に
出
歩
く

こ
と
で
あ
り
、
中
古
・
中
世
の
文
学
作
品
に
時
々
登
場
す
る
。
た
と
え
ば
、

『
大
鏡
」
「
師
輔
伝
」
に
は
、
百
鬼
夜
行
に
遺
遇
し
て
も
供
の
者
た
ち
は

全
く
気
づ
い
て
い
な
い
と
い
う
中
、
た
だ
一
人
師
輔
だ
け
が
冷
静
に
そ
れ

に
対
処
し
た
様
子
が
描
か
れ
る
。
師
輔
の
超
越
性
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
の

一
っ
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
御
伽
草
子
に
『
付
喪
神
（
付
喪
神
記
）
』
（
注

5
)
と
い

う
名
の
物
語
が
存
在
す
る
。
そ
の
冒
頭
に
は
、

陰
陽
雑
記
云
、
器
物
百
年
を
経
て
、
化
し
て
精
霊
を
得
て
よ
り
、
人

の
心
を
証
す
、
こ
れ
を
付
喪
神
と
、
号
す
と
い
へ
り

是
に
よ
り
て
、
世
俗
、
毎
年
立
春
に
、
さ
き
た
ち
て
、
人
家
の
ふ
る

具
足
を
、
払
い
た
し
て
、
路
次
に
す
つ
る
事
侍
り
、
こ
れ
を
煤
払
と

い
ふ
、
こ
れ
則
、
百
年
に
一
年
た
ら
ぬ
、
付
喪
神
の
災
難
に
、
あ
は

し
と
な
り

と
あ
る
。
「
陰
陽
雑
記
云
」
と
記
し
て
い
る
点
が
、
「
陰
陽
記
云
」
と
す

る
書
陵
部
蔵
『
伊
勢
物
語
抄
』
と
の
影
響
関
係
を
思
わ
せ
る
し
、
「
百
年

に
一
年
た
ら
ぬ
、
付
喪
神
」
と
い
う
部
分
は
、
『
伊
勢
物
語
』
~
六
十
三

段
の
「
百
年
に
一
年
た
ら
ぬ
…
…
」
の
歌
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
「
百
鬼
夜
行
」
と
い
う
語
は
『
付
喪
神
』
の
本
文
中
＇
に
は
一

度
も
登
場
し
な
い
。
し
か
し
、
「
或
は
、
男
女
老
少
の
姿
を
現
し
、
或
は
、
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魃
魅
悪
鬼
の
相
を
変
し
、
あ
る
ひ
は
、
狐
狼
野
干
の
形
を
あ
ら
は
す
」
と

表
現
さ
れ
て
い
る
化
生
の
も
の
た
ち
の
様
子
は
、
ま
さ
に
百
鬼
夜
行
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
ま
た
、
化
生
の
も
の
た
ち
に
出
会
っ
た
関
白
殿
下
が
、
尊

勝
陀
羅
尼
の
お
守
り
に
よ
っ
て
撃
退
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
筋
は
、

『
大
鏡
』
の
師
輔
の
話
に
よ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
『
付
喪
神
』
の
主
題
は
、
「
不
用
の
古
道
具
類
が
化
生
の
者
・
妖

物
と
な
っ
て
仏
性
を
得
た
と
い
う
非
情
成
仏
‘
悉
皆
成
仏
の
趣
旨
を
説
こ

う
と
す
る
」
（
注

6
)
と
い
う
こ
と
で
、
作
者
は
「
真
言
密
教
の
徒
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
『
伊
勢
物
語
』
本
文
の
解
釈
に
お

い
て
、
冷
泉
家
流
古
注
な
ど
が
真
言
密
教
を
少
な
か
ら
ず
用
い
て
い
る
事

実
を
考
え
併
せ
、
御
伽
草
子
『
付
喪
神
』
は
冷
泉
家
流
古
注
の
影
響
に
よ

る
作
品
と
見
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
『
注
本
』
で
は
内
容
を
略
し
て
い
る
の
だ
が
、
『
慶
応
本
註
』

が
詳
し
く
載
せ
て
い
る
「
牽
牛
織
女
」
の
本
説
を
、
少
し
長
く
な
る
が
次

に
示
そ
う
。
史
記
云
壇
在
一
＿
夫
，
婦
一
夫
云
二
遊
子
ー
女
云
1

一
伯
陽
1

百
三

余
陽
百
一
不
レ
足
契
ー
一
借
〔
偕
〕
＇
老
＿
者
子
二
八
之
候
陽
三

四
之
旬
愛
ー
一
玉
兎
一
而
終
＇
夜
坐
二
道
路
＇
之
口

1

暮
徊
二
遠

郷
1

暁
登
-

l

山
＇
峯
一
挙
下
而
勿

1

一
絶
時
＿
陽
没
之
刻
成
二
，

深
，
歎
一
月
前
進
得
1

一
相
，
見
l

依
1

一
此
執
1

生
レ
星
再
下
二

陰
，
陽
之
国
1

生
1

一
道
＇
祖
半
＇
立
之
二
＇
神
一
主

1

I

男
，
女

会
＇
合
之
媒

1

壇
国
ー
名
也
遊
子
伯
陽
卜
云
人
夫
十
六
妻
十
ニ

__ 
-r
夫
妻
ト
ナ
レ

共
＿
＿
月
ヲ
愛
｀
ソ
テ
ス
キ
シ
程
＿
＿
妻
ー
伯
陽
九
十
九
ニ
テ
死
ヌ

其
時
遊
子
百
三
ー
年
ナ
ル
ニ
夫
歎
テ
云
「
汝
死
者
誰
ト
ヵ
月
ヲ
モ
見

ヘ
キ
」
卜
云
7

陽
云
「
我
死
ト
モ
必
ス
月
ヲ
見
ヘ
・
ソ
我
来
-T
月

夜
＿
ー
ハ
必
ス
可
＞
見
」
卜
契
リ
終
死
ー
即
葬
送
ス
レ
ハ
年
比
カ
ヰ

ケ
ル
鳥
＿
＿
乗
-
T
天
ヲ
飛
テ
失
ー
或
夜
ナ
ク

l
＼
月
ヲ
見
＿
＿
此
女
烏

＿
＿
乗
テ
来
V
I
J

形
ヲ
ハ
見
＞
ト
モ
物
云
事
ナ
シ
弥
ョ
悲
ヲ
ナ
ス

程
＿
＿
夫
ー
遊
子
ヵ
思t

切
＿
一
成
テ
白
鵜
＿
＿
乗
-
T

天
＿
こ
七
~
我
妻
ヲ

尋
テ
行
＿
＿
天
河

7
隔＿
T

エ
ワ
タ
ラ
ス
サ
テ
□

星

卜

成

レ

リ

而

ル
ー
ー
七
月
七
日
相
コ
ト
ハ
天
河
水
□

尺
ノ
宝
瓶
＿
＿
ソ
、
ク
程
＿
＿
惣

テ
此
河
ヲ
汚
コ
ト
ナ
キ
也
況
ヤ
姪
事
ー
犯
事
不
レ
可
＞
思
，
寄

七
月
七
日
ハ
帝
釈
ー
善
法
堂
へ
入
堂
之
隙
ナ
IJ

サ
テ
此
日
相
卜
云

ヘ
リ
烏
卜
鵠
卜
羽
7
サ
シ
チ
カ
ヘ
テ
ニ
星
渡
ト
モ
見
ク
IJ

又
木

ー
葉
ヲ
ロ
＿
＿
ク
ハ
ヘ
テ
橋
＿
＿
ワ
タ
ス
ト
モ
見
ク
リ
紅
葉
ー
橋
ト
モ

ヨ
ミ
タ
リ
又
云
二
星
別
ー
悲
テ
血
涙
ヲ
流
ス
ヵ
鵜
ノ
白
羽

7
染
レ

ハ
紅
葉
卜
云
ト
モ
見
タ
リ

漢
書
伝
云
烏
，
鵠
橋
口
敷
1

1

紅
葉
ー
ニ
＇
星
屋
＇
形
前
風
冷

此
故
＿
＿
織
女
ー
ツ
モ
、
神
卜
云
也
女
ぅ
守
Jv
神

也

牽

牛

ヲ

ッ

ク

イ
神
卜
名
ク
女
ヲ
ア
タ
フ
ル
神
ト
カ
ケ
リ
続
伊
神
也

今
ま
で
に
も
何
度
か
論
じ
ら
れ
て
き
た
、
遊
子
・
伯
陽
の
七
夕
説
話
で

あ
る
（
注

7
)
。

『
伊
勢
物
語
』
第
六
十
三
段
の
「
百
年
に
一
年
た
ら
ぬ
つ
く
も
髪
わ
れ

を
恋
ふ
ら
し
お
も
か
げ
に
見
ゆ
」
と
い
う
歌
と
七
夕
説
話
の
一
体
ど
こ
が

関
係
あ
る
の
か
、
と
思
っ
て
し
ま
う
が
、
妻
の
伯
陽
が
死
ん
だ
と
き
に
九

リ
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十
九
歳
で
あ
っ
た
（
「
陽
百
一
不
＞
足
」
）
と
い
う
点
に
、
何
よ
り
も
着

目
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
終
わ
り
の
方
に
は
、
織
女
を
「
ッ

モ
、
神
」
、
牽
牛
を
「
ッ
ク
イ
神
」
・
「
続
伊
神
」
と
い
う
と
あ
る
の
で
、

「
つ
く
も
髪
」
と
の
音
の
近
似
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
『
伊
勢
物
語
」
の
冷
泉
家
流
古
注
の
中
で
、
こ
の
七
夕
説

話
を
載
せ
る
本
が
も
う
一
本
あ
る
。
鉄
心
斎
文
庫
蔵
の
『
伊
勢
物
語
奥
秘

書
』
（
注

8
)
（
以
下
、
『
奥
秘
書
』
）
で
あ
る
。

こ
の
『
奥
秘
書
』
は
『
注
本
』
と
『
慶
応
本
註
』
に
近
い
部
分
を
少
な

か
ら
ず
見
せ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
百
年
に
・
・
・
・
・
・
」
の
歌
に
関
し
て
も
、

百
鬼
夜
行
説
を
記
し
た
後
、
「
又
他
説
古
注
に
…
…
」
と
し
て
遊
子
・
伯

陽
説
話
を
引
用
す
る
。
た
だ
し
、
「
ツ
モ
、
神
」
・
「
ッ
ク
イ
神
」
の
記

述
は
な
く
、
遊
子
は
百
三
歳
だ
っ
た
か
ら
生
き
た
ま
ま
で
天
に
行
け
た
の

だ
と
記
し
た
上
で
、
「
百
年
を
過
れ
は
皆
つ
く
も
神
と
成
也
今
の
老
女

の
お
そ
ろ
し
き
姿
に
て
来
て
我
を
恋
る
は
化
物
て
や
あ
る
ら
ん
と
読
り
」

と
締
め
く
く
る
。
先
に
見
た
、
書
陵
部
蔵
『
伊
勢
物
語
抄
」
の
百
鬼
夜
行

説
を
思
わ
せ
る
解
釈
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
『
奥
秘
書
』
は
遊
子
の
こ
と
を
「
黄
帝
に
四
十
人
の
子
あ
り

最
末
の
子
な
り
」
と
説
明
す
る
が
、
こ
れ
は
『
江
談
抄
』
第
六
「
遊
子

為
1

1

黄
帝
子
1

事
」
の
遊
子
と
道
祖
神
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
か

ら
の
引
用
で
あ
る
（
注

9
)
。
百
鬼
夜
行
と
牽
牛
織
女
を
絡
め
る
解
釈
と

言
い
、
『
奥
秘
書
』
の
、
諸
注
集
成
と
し
て
の
性
格
が
現
れ
た
一
例
と
言

え
よ
う
か
。

細
部
で
い
ろ
い
ろ
な
説
を
展
開
す
る
『
伊
勢
物
語
』
冷
泉
家
流
古
注
諸

本
に
お
け
る
『
注
本
』
と
『
慶
応
本
註
』
と
の
近
さ
に
つ
い
て
は
、
片
桐

洋
一
氏
が
「
こ
の
例
（
第
三
十
二
段
の
「
も
の
言
ひ
け
る
女
」
を
『
注
本
』

と
『
慶
応
本
註
』
だ
け
が
四
条
の
后
と
し
、
他
は
小
野
小
町
と
す
る
点
1
1

木
戸
注
）
以
外
で
も
、
神
宮
文
庫
本
注
本
と
慶
応
本
註
の
関
係
の
近
さ
を

思
わ
せ
る
例
は
確
か
に
あ
る
」
（
注
10)
と
指
摘
し
て
い
る
し
、
以
前
私

も
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
（
注
11)
。

さ
ら
に
言
え
ば
こ
の
第
六
十
三
段
、
「
百
年
に
…
…
」
の
歌
の
作
者
を

『
注
本
』
は
「
山
上
憶
丸
」
、
『
慶
応
本
註
』
は
「
山
上
良
丸
」
と
し
て

い
た
。
ど
ち
ら
か
の
書
写
上
の
誤
り
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
山
上
憶
良
を

思
わ
せ
る
人
物
の
名
を
一
方
は
上
を
と
っ
て
「
憶
丸
」
、
も
う
一
方
は
下

を
と
っ
て
「
良
丸
」
と
し
て
独
自
の
色
を
出
し
た
と
見
る
方
が
自
然
で
あ

ろ
う
（
注
12)
。
山
上
憶
良
に
は
『
万
葉
集
』
巻
五
「
沈
病
自
哀
文
」
に

「
是
時
年
七
十
有
四
髪
髪
斑
白
」
（
注
13)
と
、
髪
に
も
髪
に
も
白
髪
が

混
じ
っ
て
…
…
、
と
い
う
記
述
が
あ
る
の
で
、
あ
る
い
は
そ
こ
か
ら
の
連

想
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
「
百
年
に
…
…
」
の
歌
に
憶
良
だ
と
注
記
す

る
も
の
は
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
は
『
注
本
』
．
『
慶
応
本
註
』
以
外
に

は
見
当
た
ら
ず
、
両
者
の
関
係
の
近
さ
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
条
為
家
の
息
子
の
一
人
で
あ
る
為
顕
の
流
派
の
偽
書
と
さ
れ
る
も
の

に
、
『
古
今
和
歌
集
序
聞
書
三
流
抄
』
（
注
14)

（
以
下
、
『
三
流
抄
』

と
略
称
）
と
い
う
『
古
今
集
』
の
序
の
み
の
注
釈
書
が
あ
る
。
こ
の
聞
書
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に
は
さ
ま
ざ
ま
の
書
名
で
十
六
本
の
存
在
が
知
ら
れ
る
が
（
注
15)
、
東

京
大
学
図
書
館
所
蔵
本
の
奥
書
の
終
わ
り
に
、
「
定
家
余
風
能
基
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
『
和
歌
大
辞
典
』
に
は
『
古
今
和
歌
集
序
聞
書
能
基
』

と
し
て
採
ら
れ
て
い
る
（
注

16)
。
し
か
し
、
ど
の
伝
本
で
も
冒
頭
に

「
古
今
に
三
の
流
あ
り
。
一
に
定
家
、
二
に
家
隆
、
三
に
行
家
」
と
あ
る

の
で
、
片
桐
氏
の
命
名
に
よ
り
『
三
流
抄
』
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
名
称
が
一
般
化
し
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
の
末
か
ら
室
町
時
代
の
初
め
に
か
け
て
、
こ
の
『
三
流
抄
』

系
統
の
注
が
謡
曲
や
物
語
な
ど
の
文
学
作
品
に
多
大
な
影
響
を
及
ぽ
し
て

い
た
こ
と
は
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
語
の
典
拠
を

記
す
際
に
引
用
さ
れ
る
本
説
•
本
文
に
お
い
て
の
『
伊
勢
物
語
』
冷
泉
家

流
古
注
と
の
一
致
は
、
拙
稿
（
注
17)
で
も
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
、
『
慶
応
本
註
』
・
『
注
本
』
が
載
せ
る
遊
子
・
伯
陽
夫
婦
の
七

夕
説
話
を
、
『
三
流
抄
』
（
下
）
は
仮
名
序
の
「
月
を
お
も
ふ
と
て
し
る

べ
な
き
や
み
に
た
ど
れ
る
」
（
注
18)
の
条
で
引
用
す
る
。
先
に
載
せ
た

『
慶
応
本
註
』
と
同
じ
内
容
の
本
説
を
長
々
と
記
し
た
後
に
「
サ
ラ
バ
、

タ
ド
ル

知
ベ
ナ
キ
闇
二
迷
ト
ハ
、
遊
子
伯
陽
ガ
月
ヲ
待
テ
、
暮
ノ
闇
二
迷
ヒ
シ
事

ヲ
云
也
」
（
二
五
八
頁
）
と
見
え
る
が
、
結
局
は
彼
ら
が
異
常
な
ほ
ど
月

を
愛
し
て
い
た
こ
と
と
関
係
す
る
引
用
な
の
で
あ
ろ
う
。
前
章
で
見
た

『
伊
勢
物
語
』
古
注
と
の
引
用
場
面
の
違
い
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

ま
た
、
『
三
流
抄
』
と
同
種
の
『
古
今
集
』
古
注
釈
と
し
て
早
く
か
ら

知
ら
れ
て
い
た
も
の
に
、
現
在
は
片
桐
洋
一
氏
所
蔵
の
『
毘
沙
門
堂
本
古

今
集
注
』
（
注
19)

（
以
下
、
『
毘
沙
門
堂
本
注
』
）
が
あ
る
。

『
三
流
抄
』
が
遊
子
・
伯
陽
の
説
話
を
引
い
て
い
る
仮
名
序
の
「
月
を

お
も
ふ
と
て
し
る
べ
な
き
や
み
に
た
ど
れ
る
」
の
部
分
で
は
、
『
毘
沙
門

堂
本
注
』
は
「
此
ハ
遊
子
力
事
也
奥
＿
ー
ア
リ
」
と
簡
単
に
記
し
た
上
で
、

巻
第
四
秋
上
の
一
七
四
番
歌
「
久
方
の
あ
ま
の
か
は
ら
の
わ
た
し
も
り
君

わ
た
り
な
ば
か
ぢ
か
く
し
て
よ
（
題
し
ら
ず
よ
み
人
し
ら
ず
）
」
の
注

記
に
詳
し
く
こ
の
説
話
を
引
用
し
て
い
る
。
一
七
四
番
歌
は
、
『
古
今
』

秋
上
に
十
首
余
り
の
七
夕
歌
が
並
ん
だ
中
の
一
首
で
あ
り
、
遊
子
・
伯
陽

の
説
話
が
、
こ
の
夫
婦
が
死
後
に
牽
牛
・
織
女
の
二
つ
の
星
と
な
る
七
夕

説
話
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
最
も
納
得
の
し
や
す
い
場
面
で
の
引
用

だ
と
言
え
よ
う
か
。

『
古
今
』
の
注
同
士
で
あ
り
、
本
説
を
多
用
す
る
と
い
う
同
じ
性
格
を

示
す
『
三
流
抄
』
と
『
毘
沙
門
堂
本
注
」
で
は
あ
っ
て
も
、
引
用
す
る
箇

所
も
事
項
も
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
現
象
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

前
章
で
見
た
『
慶
応
本
註
』
が
載
せ
て
い
る
遊
子
・
伯
陽
説
話
と
『
三

流
抄
』
．
『
毘
沙
門
堂
本
注
』
の
そ
れ
と
を
見
比
べ
る
と
、
―
つ
の
事
実

に
気
づ
く
。
『
三
流
抄
』
．
『
毘
沙
門
堂
本
注
』
の
該
当
部
す
べ
て
の
引

用
は
長
く
な
る
の
で
略
す
る
か
、
両
者
が
説
話
の
最
初
に
載
せ
る
漢
文
の

部
分
に
は
、
『
慶
応
本
註
』
に
存
在
す
る
「
百
三
余
陽
百
一
不
＞
足
」
が

，
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
漢
文
の
後
の
説
明
部
分
に
は
「
伯
陽
九

十
九
ニ
テ
死
ス
」
（
『
三
流
抄
』
）
・
「
萎
ノ
伯
陽
九
十
九
ニ
テ
死
ケ
リ
」

（
『
毘
沙
門
堂
本
注
』
）
と
あ
る
。
両
者
に
遊
子
の
年
齢
の
記
述
は
な
い

も
の
の
、
彼
ら
の
結
婚
時
の
年
齢
（
「
契
-

I

偕
老
1

二
八
之
候
三
四
之

旬
」
）
か
ら
、
死
ん
だ
と
き
の
遊
子
百
三
歳
と
い
う
年
齢
は
も
ち
ろ
ん
推
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測
可
能
で
あ
る
。

こ
の
説
話
を
載
せ
る
他
の
例
を
見
る
と
、
次
の
章
で
触
れ
る
『
積
鷺
合

戦
物
語
』
に
は
「
遊
子
こ
と
に
歎
き
て
百
三
に
し
て
死
せ
り
」
（
注

20)

と
あ
る
が
、
謡
曲
「
鵜
飼
」
・
「
朝
顔
」
は
年
齢
に
は
触
れ
ず
、
『
曾
我

物
語
』
は
伯
陽
が
九
十
九
歳
と
い
う
記
述
の
み
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
同
じ
説
話
を
引
用
し
て
い
る
と
は
言
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
に
省
略
し
た
り
読
み
下
し
方
が
違
っ
た
り
と
、
細
部
で
少
し
ず
つ
異
な

っ
て
い
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
『
慶
応
本
註
』

が
特
に
「
百
三
余
陽
百
一
不
＞
足
」
と
年
齢
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
の
は
、
「
百
年
に
一
年
た
ら
ぬ
…
…
」
と
い
う
歌
の
本
説
と
し

て
は
絶
対
欠
か
せ
ぬ
部
分
で
あ
る
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。

『
伊
勢
物
語
』
冷
泉
家
流
古
注
の
『
注
本
』
．
『
慶
応
本
註
』
．
『
奥

秘
書
』
と
、
『
古
今
集
』
注
釈
書
の
『
三
流
抄
』
．
『
昆
沙
門
堂
本
注
』

が
引
用
す
る
遊
子
・
伯
陽
の
七
夕
説
話
を
見
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
謡

曲
の
「
鵜
飼
」
で
も
簡
略
に
遊
子
と
伯
陽
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

伝
へ
聞
く
遊
子
伯
陽
は
月
に
誓
つ
て
契
り
を
な
し
夫
婦
ふ
た
っ

の
星
と
な
る
（
注

21)

「
鵜
飼
」
に
こ
の
説
話
が
登
場
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
「
「
月
」
は

「
簑
火
」
「
鵜
舟
」
と
縁
語
」
（
注
22)
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、

「
鵜
飼
」
で
遊
子
・
伯
陽
に
つ
い
て
触
れ
る
前
後
に
は
、
「
鵜
舟
に
と
も

す
簑
り
火
の
後
の
闇
路
を
い
か
に
せ
ん
」
・
「
月
の
夜
頃
を
厭
ひ
闇

に
な
る
夜
を
喜
べ
ば
」
・
「
鵜
舟
に
と
も
す
簑
り
火
の
消
え
て
間
こ
そ

悲
し
け
れ
」
と
、
「
闇
」
と
い
う
語
が
見
え
る
。
『
三
流
抄
』
が
、
『
古

今
』
仮
名
序
の
「
月
を
お
も
ふ
と
て
し
る
べ
な
き
や
み
に
た
ど
れ
る
」
に

こ
の
説
話
を
引
い
て
い
る
こ
と
と
も
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
―
つ
の
文
で
簡
略
に
引
用
す
る
「
鵜
飼
」
で
見
え
な
い
の
は
無
理

も
な
い
が
、
普
通
、
遊
子
・
伯
陽
の
説
話
に
は
、
星
に
な
っ
た
二
人
の
一

年
に
一
度
の
逢
瀬
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
し
て
カ
サ
サ
ギ
が
登
場
す
る
。

「
鵜
飼
」
の
鵜
と
カ
サ
サ
ギ
、
と
い
う
鳥
の
連
想
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

「
鵜
飼
」
よ
り
か
な
り
詳
し
い
引
用
の
「
朝
顔
」
の
場
合
は
、
朝
顔
が

別
名
を
「
牽
牛
子
」
・
「
牽
牛
花
」
（
注
23)
と
い
う
こ
と
か
ら
の
引
用

で
あ
る
。

曾
我
兄
弟
の
仇
討
ち
を
扱
っ
た
『
曾
我
物
語
』
（
注

24)
で
は
、
源
頼

朝
と
の
仲
を
裂
か
れ
て
他
の
男
に
嫁
が
さ
れ
よ
う
と
し
た
北
条
政
子
が
、

脱
走
し
て
伊
豆
山
へ
こ
も
る
場
面
で
、

…
ち
ぎ
り
く
ち
ず
は
、
出
雲
路
の
神
の
ち
か
ひ
は
、
妹
背
の
中
は

か
は
ら
じ
と
こ
そ
、
ま
ぽ
り
た
ま
ふ
な
れ
。
た
の
む
め
ぐ
み
の
く
ち

せ
ず
は
、
末
の
世
か
け
て
、
も
ろ
と
も
に
す
み
は
つ
べ
し
と
、
い
の

り
た
ま
ひ
け
る
と
か
や
。

そ
も
／
＼
、
出
雲
路
の
神
と
申
は
、
昔
、
け
い
し
や
う
と
い
ふ
国

に
、
男
を
伯
陽
、
女
を
遊
子
と
て
、
夫
婦
の
物
有
け
る
が
…
（
中

略
）
…
牽
牛
織
女
こ
れ
な
り
。
ま
た
、
さ
い
の
神
と
も
申
な
り
。
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道
祖
神
と
も
あ
ら
は
れ
、
夫
婦
の
中
を
ま
ぽ
り
た
ま
ふ
御
ち
か
ひ
、

た
の
も
し
く
ぞ
お
ぼ
え
け
る
。
（
巻
第
二
「
兼
隆
聟
に
と
る
事
」
）

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
男
女
の
縁
を
結
び
、
そ
の
仲
を
守
っ
て
く
れ

る
と
い
う
「
出
雲
路
の
神
」
の
本
説
と
し
て
の
引
用
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

遊
子
・
伯
陽
の
夫
婦
が
道
祖
神
に
な
っ
た
と
い
う
点
に
特
に
注
目
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
遊
子
・
伯
陽
の
七
夕
説
話
を
載
せ
る
も
の
の
中
で
、
こ
の

『
曾
我
物
語
』
だ
け
は
男
が
伯
陽
で
女
は
遊
子
と
い
う
具
合
に
、
夫
婦
の

名
前
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
九
十
九
歳
で
死
ぬ
の
は
伯
陽
な
の
で
、
つ
ま

り
は
夫
が
先
に
死
ぬ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
二
人
が
結
婚
し
た
と
き
の

年
齢
を
述
べ
る
部
分
を
省
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
こ
の
名
前
の
入

れ
替
え
は
意
図
的
な
改
変
な
の
だ
ろ
う
か
。
う
が
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、

逃
げ
出
し
て
恋
し
い
男
・
頼
朝
の
も
と
に
行
こ
う
と
す
る
の
は
女
の
政
子

な
の
で
、
死
ん
だ
相
手
を
追
い
か
け
る
役
目
を
妻
に
当
て
る
こ
と
に
し
た

の
だ
ろ
う
か
。

異
類
軍
記
物
の
御
伽
草
子
『
騰
鷺
合
戦
物
語
』
で
は
、
「
騰
鷺
、
由
緒

あ
る
御
中
な
り
」
と
、
カ
ラ
ス
と
サ
ギ
の
由
緒
あ
る
関
係
の
本
説
と
し
て

遊
子
・
伯
陽
の
七
夕
説
話
が
引
か
れ
る
。
死
ん
で
星
と
な
っ
た
彼
ら
が
七

月
七
日
に
逢
う
際
に
、
「
烏
と
鵠
と
羽
を
な
ら
べ
て
橋
と
な
り
て
」
天
の

川
を
渡
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
本
来
、
「
烏
鵠
の
橋
」
の
「
烏
鵠
」
は
ス

ズ
メ
目
カ
ラ
ス
科
の
カ
サ
サ
ギ
な
の
で
あ
る
が
、
『
雅
鷺
合
戦
物
語
』
で

は
、
カ
ラ
ス
と
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
目
サ
ギ
科
の
カ
サ
サ
ギ
（
笠
鷺
）
の
二
つ

に
分
け
て
解
釈
し
て
い
る
。

先
に
見
た
『
曾
我
物
語
』
で
主
眼
に
な
っ
て
い
た
道
祖
神
に
関
係
す
る

部
分
は
、
こ
の
『
雅
鷺
合
戦
物
語
』
で
は
完
全
に
省
か
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
逆
に
『
曾
我
物
語
』
に
お
い
て
は
、
烏
鵠
の
橋
に
つ
い
て
は
一
言
も

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
と
す
る
部
分
の
み
の
引
用
で
あ

る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。

以
上
、
こ
の
遊
子
・
伯
陽
の
説
話
が
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
の
本
説
と
し
て

引
用
さ
れ
て
い
る
事
実
を
見
て
き
た
。
『
三
流
抄
』
．
『
毘
沙
門
堂
本
注
』

．
『
慶
応
本
註
』
の
『
伊
勢
』
．
『
古
今
』
古
注
釈
は
、
小
異
は
あ
る
も

の
の
遊
子
・
伯
陽
説
話
の
す
べ
て
を
載
せ
て
い
た
が
、
謡
曲
ゃ
『
曾
我
物

語
』
．
『
雅
鷺
合
戦
物
語
』
は
そ
れ
ぞ
れ
に
取
捨
選
択
し
て
の
引
用
で
あ

っ
た
。
注
釈
書
が
説
明
の
根
拠
と
し
て
引
く
本
説
と
、
物
語
が
あ
く
ま
で

も
話
の
流
れ
の
中
で
載
せ
る
本
説
と
で
は
、
お
の
ず
と
そ
の
密
度
に
差
が

出
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
遊
子
・
伯
陽

の
説
話
の
広
が
り
に
は
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
。
当
時
い
か
に
広
く
伝
播
し

て
い
た
説
話
で
あ
る
の
か
が
知
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

『
伊
勢
物
語
』
冷
泉
家
流
古
注
の
中
で
も
、
『
注
本
』
と
『
慶
応
本
註
』

は
特
に
「
三
流
抄
』
の
流
派
と
関
係
が
深
い
こ
と
は
本
稿
で
も
見
た
と
お

り
で
あ
る
が
、
『
慶
応
本
註
』
は
『
注
本
』
よ
り
も
さ
ら
に
『
三
流
抄
』

の
影
響
が
色
濃
い
。

『
三
流
抄
』
や
『
毘
沙
門
堂
本
注
』
に
代
表
さ
れ
る
中
世
の
『
古
今
』

四
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注
釈
書
は
、
仮
名
序
の
「
ふ
じ
の
け
ぶ
り
に
よ
そ
へ
て
人
を
こ
ひ
」
、
も

し
く
は
「
今
は
ふ
じ
の
山
も
煙
た
た
ず
な
り
」
の
部
分
に
、
か
ぐ
や
姫
の

登
場
す
る
竹
取
説
話
を
引
用
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
時
代
の
設
定
を
、
天

武
天
皇
の
御
代
と
す
る
『
三
流
抄
』
系
統
と
、
欽
明
天
皇
と
す
る
『
古
今

為
家
抄
』
の
系
統
と
に
お
お
む
ね
分
か
れ
る
ら
し
い
（
注
25)
。

『
慶
応
本
註
』
は
、
『
伊
勢
物
語
』
第
八
段
の
「
信
濃
な
る
浅
間
の
嶽

に
立
つ
煙
を
ち
こ
ち
人
の
見
や
は
と
が
め
ぬ
」
の
歌
に
、
竹
取
説
話
を
本

説
と
し
て
載
せ
て
い
る
。
時
代
設
定
は
「
欽
明
天
皇
御
宇
」
と
す
る
の
で
、

こ
の
点
で
は
『
古
今
為
家
抄
」
の
系
統
に
よ
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か

し
、
帝
の
意
を
伝
え
る
勅
使
の
名
を
、
『
慶
応
本
註
』
は
「
宰
相
金
丸
」

と
す
る
が
、
『
古
今
為
家
抄
』
で
は
「
乙
見
丸
」
で
あ
る
。
こ
の
勅
使
に

関
し
て
は
、
「
参
議
の
か
ね
ま
ろ
」
と
す
る
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
の

中
院
家
旧
蔵
『
古
今
序
抄
』
（
注
26)
が
、
『
慶
応
本
註
』
と
近
い
。

と
こ
ろ
で
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
伊
勢
物
語
抄
』
や
『
注
本
』
な
ど
、

『
慶
応
本
註
』
以
外
の
冷
泉
家
流
古
注
は
、
管
見
に
入
っ
た
限
り
、
ど
れ

も
竹
取
説
話
を
引
い
て
は
い
な
い
と
い
う
事
実
が
指
摘
で
き
る
。
『
伊
勢

物
語
』
第
八
段
の
煙
の
立
っ
て
い
る
山
は
浅
間
山
で
あ
っ
て
富
士
山
で
は

な
い
し
、
第
九
段
で
は
富
士
山
は
「
時
知
ら
ぬ
山
は
富
士
の
嶺
い
つ
と
て

か
鹿
の
子
ま
だ
ら
に
雪
の
降
る
ら
む
」
と
季
節
外
れ
の
雪
が
歌
わ
れ
て
は

い
る
が
、
煙
が
立
っ
て
い
る
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
『
慶
応
本
註
』
は
、

山
か
ら
立
つ
煙
と
い
う
点
だ
け
で
、
富
士
山
で
は
な
い
浅
間
山
に
関
し
て

竹
取
説
話
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
を
見
る
と
『
慶
応
本
註
』

は
、
同
じ
冷
泉
家
流
の
古
注
の
中
で
も
、
『
三
流
抄
』
の
類
の
影
響
を
特

以
上
、
『
伊
勢
物
語
』
第
六
十
三
段
の
「
百
年
に
一
年
た
ら
ぬ
つ
く
も

髪
わ
れ
を
恋
ふ
ら
し
お
も
か
げ
に
見
ゆ
」
の
歌
の
解
釈
に
、
一
部
の
『
伊

勢
物
語
』
冷
泉
家
流
古
注
が
引
用
す
る
本
説
ー
遊
子
・
伯
陽
の
七
夕
説

話
ー
l

に
つ
い
て
記
し
て
き
た
。
『
古
今
集
』
．
『
伊
勢
物
語
』
の
注
釈

や
謡
曲
、
物
語
な
ど
種
々
の
事
項
に
載
せ
ら
れ
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
着

目
点
の
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
と
思
う
。
そ
の
説
話
自

体
の
成
立
と
成
長
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
あ
る
時
~
の
文
学

世
界
に
お
け
る
、
説
話
の
広
が
り
の
一
例
と
し
て
も
、
興
味
の
尽
き
な
い

問
題
で
あ
る
。

お
わ
り
に

に
強
く
受
け
て
い
る
注
釈
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
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3
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『
伊
勢
物
語
」
本
文
は
、
学
習
院
大
学
蔵
（
三
条
西
家
旧
蔵
）
『
伊
勢
物
語
」

（
鈴
木
知
太
郎
校
注
「
天
福
本
伊
勢
物
語
』
武
蔵
野
書
院
、
昭
和
38
年
／
小
林
茂
美

校
注
「
伊
勢
物
語
」
影
印
校
注
古
典
叢
書

6
、
新
典
社
、
昭
和
50
年
）
に
よ
り
、
適

宜
表
記
等
を
改
め
た
。

神
宮
文
庫
蔵
『
伊
勢
物
語
注
本
』
。
廣
岡
義
隆
・
山
口
悦
子
・
木
戸
久
二
子
「
翻

刻
『
伊
勢
物
語
注
本
』
（
上
）
・
（
中
）
・
（
下
）
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文

学
」
第
三
•
四
・
五
号
、
平
成

4
.
5
.
6

年
5

月
）
。

慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
『
定
家
流
伊
勢
物
語
註
』
（
長
尾
一
雄
解
題
・
翻
刻
、

慶
応
義
塾
大
学
国
文
学
研
究
会
編
『
平
安
文
学
研
究
と
資
料
」
国
文
学
論
叢
第
三

輯
、
至
文
堂
、
昭
和
34
年
）
。
な
お
、
翻
刻
に
は
一
切
句
読
点
等
が
な
い
の
で
、
一

文
ご
と
に
空
き
を
入
れ
た
。
ま
た
、
底
本
あ
る
い
は
翻
刻
の
誤
記
と
認
め
ら
れ
る
場

合
、
そ
の
下
方
の
〔
〕
の
中
に
推
定
本
文
を
示
し
た
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
冷
泉
家
流
「
伊
勢
物
語
抄
」
（
片
桐
洋
一
『
伊
勢
物
語
の
研
究

〔
資
料
篇
〕
』
明
治
書
院
、
昭
和
44
年
）
。
な
お
、
「
固
有
名
詞
そ
の
他
、
特
殊
な

用
語
に
つ
い
て
は
、
右
傍
に
振
漢
字
を
付
け
て
、
読
解
に
便
な
ら
し
め
た
と
こ
ろ
が

あ
る
」
と
い
う
「
凡
例
三
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
下
方
の
〔
〕
の
中
に
記
し
た
。

『
付
喪
神
記
」
（
横
山
重
•
松
本
隆
信
編
「
室
町
時
代
物
語
大
成
』
第
九
‘
角
川

書
店
、
昭
和
56
年
）
。

『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
」
（
岩
波
書
店
）
「
付
喪
神
」
の
項
。

伊
藤
正
義
「
謡
曲
の
和
歌
的
基
盤
」
（
『
観
世
」
昭
和

40年
8
月
号
）
、
「
鵜
飼

I

伝
へ
聞
く
遊
子
伯
陽
は
」
（
『
か
ん
の
う
」
昭
和
55
年
11
月
号
、
後
に
『
謡
曲

注

鉄
心
斎
文
庫
蔵
『
伊
勢
物
語
奥
秘
書
』
（
『
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
古
注
釈
叢
刊
』

第
二
巻
、
八
木
書
店
、
平
成
元
年
）
。

9

「
遊
子
有

1
1

二
説
-
―
者
黄
帝
子
也
。
黄
帝
子
有
二
四
十
人
-
其
最
末
子
好
-
—
旅

行
之
遊
一
」
（
「
江
談
抄
」
第
六
、
「
群
書
類
従
」
第
二
十
七
輯
雑
部
巻
第
四

八
六
）
。

10

片
桐
洋
一
『
伊
勢
物
語
の
研
究
〔
研
究
篇
〕
」
（
明
治
書
院
、
昭
和
43
年
）
五
四

八
頁
。

11

拙
稿
「
『
伊
勢
物
語
』
第
百
二
十
一
段
ー
ー
古
注
に
登
場
す
る
天
照
大
神
」

(

r
東
海
女
子
短
期
大
学
紀
要
」
第
25
号
、
平
成
11
年
3
月
）
。

12

拙
稿
「
神
宮
文
庫
蔵
「
伊
勢
物
語
注
本
」
に
お
け
る
万
葉
擬
歌
」
（
『
三
重
大
学

日
本
語
学
文
学
」
第
8
号
、
平
成
9
年
6
月

）

。

．

1
3

「
万
葉
集
』
の
本
文
は
、
鶴
久
•
森
山
隆
編
『
萬
葉
集
」
（
桜
楓
社
、
昭
和

4
7年
）

に
よ
る
。

14

「
古
今
和
歌
集
序
聞
書
三
流
抄
」
（
片
桐
洋
一
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
〔
二
〕
』

赤
尾
照
文
堂
、
昭
和
48
年
）
。

15

『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
〔
二
〕
』
。
注
14
参
照
。

16

「
和
歌
大
辞
典
」
（
明
治
書
院
、
昭
和
61年
）
。

17

注
8
参
照
。

18

『
古
今
和
歌
集
」
本
文
は
、
『
新
編
国
歌
大
観
」
（
角
川
書
店
、
昭
和
58
年
）
に

よ
る
。

8
 雑

記
」
所
収
、
和
泉
書
院
、
平
成
元
年
）
、
沢
井
耐
三
「
『
積
鷺
合
戦
物
語
』
表
現

考

I
遊
子
伯
陽
説
話
の
系
譜
と
流
布
」
（
『
愛
知
大
学
国
文
学
』
昭
和

60年
3
月）

な
ど
。
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き
ど
く
に

東
海
女
子
短
期
大
学
教
員
]

19

『
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
」
（
片
桐
洋
一
編
、
八
木
書
店
、
平
成
10
年
）
。
本
文

は
筆
者
翻
字
に
よ
る
。

20

沢
井
耐
三
校
注
『
積
鷺
物
語
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
室
町
物
語
集
上
」
、

岩
波
書
店
、
平
成
元
年
）
。

21

謡
曲
本
文
は
、
伊
藤
正
義
校
注
『
謡
曲
集
上
」
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
、
新
潮

社
、
昭
和

58
年
）
に
よ
る
。

22

新
潮
日
本
古
典
集
成
『
謡
曲
集
上
」
一
―
七
頁
頭
注
十
五
。
注
21
参
照
。

23

『
本
草
和
名
」
に
「
牽
牛
子
和
名
阿
佐
加
保
」
（
『
輔
仁
本
草
』
巻
十
一
、

『
続
群
書
類
従
」
第
三
十
輯
下
雑
部
巻
八
九
二
）
、
『
節
用
集
」
に
「
牽
牛
花
」

（
杉
本
つ
と
む
編
著
『
早
大
本
節
用
集
ー
本
文
・
研
究
・
索
引
』
雄
山
閣
、
昭
和

50
年
）
と
あ
る
。

24

市
古
貞
次
・
大
島
建
彦
校
注
『
曾
我
物
語
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、

昭
和
41
年
）
。

25

片
桐
洋
一
「
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
〔
一
〕
』
赤
尾
照
文
堂
、
昭
和
48
年
）
一

0
六
頁
か
ら
―

1
0頁。

26

『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
〔
二
〕
」
九
二
頁
。
注
14
参
照
。
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